
※太枠の中をご記入ください。

申請部門 スタート部門
※プルダウンから選んでください

【１】事前相談
（１）市民活動サポートセンターコーディネーターへの事前相談 ※スタート部門は必須、一般・団体連携部門は任意です

コーディネーター名 中田 明秀
事前相談日 4月30日

※複数回相談した場合、全てご記入ください
（２）協働を希望する課への事前相談 ※スタート部門は任意、一般・団体連携部門は必須です

協働希望課名
事前相談日

※複数回相談した場合、全てご記入ください

【２】応募要件
該当する部門の応募要件の太枠内に、〇を記載してください。（プルダウンになっています）

該当の部門 要件内容

全部門共通 ５名以上で構成し、主に金沢市内で活動し、今後も活動を予定している団体である。 〇

スタート部門 事業内容にかかわらず、この部門で過去に採択された団体ではない。 〇

スタート部門 法人格を取得しておらず、かつ設立から３年以内の団体である。 〇

一般部門、団体連携部門 運営に関する規約等があり、１年以上の活動実績を持っている。

一般部門 事業内容にかかわらず、この部門で過去３回以上採択された団体ではない。

団体連携部門 事業内容にかかわらず、この部門で過去２回以上採択された団体ではない。

団体連携部門 異なる複数の団体による連携提案である。（申請者・団体概要をそれぞれ記入要）

該当の部門 要件内容

全部門共通 営利活動、宗教・政治活動を目的としていない。 〇

全部門共通 申請事業について、国、地方公共団体又はこれらに準ずる団体から助成を受けていない。 〇

全部門共通 既に地域や団体が実施している事業そのものではない。 〇

全部門共通 翌年３月31日までに事業を完了できる。 〇

一般部門、団体連携部門 昨年度採用されていない事業である。（昨年度採択されている事業で、新しい工夫・発展性が見受けられる場合は除く）

令和７年度 協働のまちづくりチャレンジ事業申請書

団体要件

事業要件

※提出された申請書の内容は、個人情報を除いて公開する場合がありますので、ご了承ください。



【３】申請者・団体概要
団体の名称 つなが輪
団体名称のフリガナ ツナガリ

代表者 以下に記入してください。
役職名 代表
氏名 合田 裕貴
氏名のフリガナ ゴウダ ユウキ
団体の所在地
郵便番号
電話番号
メールアドレス

担当者連絡先 以下に記入してください。
役職名 同上
氏名 同上
氏名のフリガナ 同上
団体の所在地 同上
郵便番号 同上
電話番号 同上
メールアドレス 同上
携帯電話番号 同上

構成員 計 5 名
（内訳） （１）市内関係者 5 名 （２）その他 名



設立年月日（西暦） 2024 年 10 月 1 日 （設立 1 年目）

団体概要 ※記入しきれない場合、別に資料（団体パンフレット、HP等）を併せて提出してください。

（１）設立の目的

※設立のきっかけや現在に至る経
緯等

（２）今後の目指して
いきたいこと

※団体ビジョンや団体ミッション
等、将来達成したい理想の状態や
目標、団体が果たすべき存在意義
等

活動概要 以下に記入してください。

（１）主な活動履歴

2015年かなざわシャルソンのチャレンジ事業採択、その後数年間に渡り金沢市の旧町名の事業として予算
を組んで頂き金沢市各地でシャルンを開催してきました。「つなが輪」としての活動履歴はまだございま
せん。

（２）得意分野・
活躍できること

※専門的知見、連携先、
アピールポイント等

HP,SNSのURL

※団体連携部門の場合、当該「【３】申請者・団体概要」は連携先団体の分も必要であるため、 シートをコピーし、

シート名を「団体連携先」として記載願います。その場合、記載が必要な部分は「【３】申請者・団体概要」部分のみです。

この活動をきっかけに、車椅子をはじめとした多様な身体のあり方や表現を、まちの中でもっと自然に見
かける風景にしていきたいと考えています。
今後は、福祉施設や学校など地域の中での出張ワークショップの実施、完成作品の巡回展示や市民ギャラ
リーとの連携、アーティスト・福祉関係者・市民が継続的に関わる協働チームの形成・運営等を先を見据
えて活動の幅を拡げていきたいと思います。

これまで「かなざわシャルソン」代表として市民が自由にまちと関わる仕組みづくりを続けておりまし
た。
昨年から福祉関係者と携わることが増え自分の経験を活かして福祉や文化などのジャンルにチャレンジし
たいと思い、今回は新団体名「つなが輪」として誰もが表現できる場づくりに福祉の視点を取り入れ、新
たな市民協働のかたちを提案したいと思います。

過去のかなざわシャルソン経験を通してイベント全般は得意分野としております。福祉と文化と言う新た
な分野で自分の培ってきた人脈も活かして今回の事業をしっかり完走させたいと思います。



【４】企画内容

提案事業のテーマ
金沢市未来共創計画の５つの基本方針の中から、該当するテーマを選んでください。
【参考】未来共創計画の一覧はこちら↓

未来共創計画 基本方針一覧

テーマ（プルダウン） 小テーマ（左セルでテーマを選ぶと、選択肢をプルダウンから選ぶことができます）

基本方針２_暮らしづくり （1）多様な主体の協働による元気で活力あふれる地域コミュニティの醸成

基本方針３_人づくり （2）すべての子どもの可能性を引き出し生きる力を育む教育の実践

協働を希望する課名 市民協働推進課、障害福祉課

企画のタイトル Wheel Art Project－車いすから生まれる世界－

事業の概要

①現状の地域課題

（金沢市における困りごと、改善
したい点、従来認識されていな
かった課題 等）

②ねらい・コンセプト
（①で記載した課題解決のため
に、
・アプローチする方向性
・工夫する点
・協働する意義
・市民が共感できる点 等）

本事業では、障害の有無を越えて市民が共に創作するアート体験を通じて「ちがいを楽しむ」まちづくり
を実現することを目的としています。車椅子ユーザー・アーティスト・市民ボランティアが協力しながら
作品を生み出すプロセスそのものが協働に実践となります。また。アートという柔軟な手法を活かすこと
で今後も地域や学校、福祉施設等に広がっていく持続的な活動モデルとなる可能性を秘めています。この
取り組みを通して、地域の福祉と文化が自然にに交わる新しい臣民参加の形を提案します。

金沢市では福祉と文化の分野それぞれで市民活動が活発に行われているものの、障害の有無を越えた共同
の場はまだまだ多くありません。特に車椅子利用者は、物理的・心理的なバリアにより、日常生活や文化
活動に制約を受ける場面が少なくありません。本事業では、車椅子を単なる移動手段ではなく、「自由な
表現の道具」と位置付け活用するアートワークショップを実施します。障害の有無を問わず、すべての人
がアートを通じて自己表現し、他者とつながり、多様な価値観を認め合う社会づくりに貢献するこを目的
とします。

※テーマが複数に渡る場合、副次的なテーマを以下から選択してください。



③実施内容案

年間事業スケジュール案につい
て、必要があれば使用してくださ
い↓

事業スケジュールひな形

事業効果 ※金沢市における効果や、事業の対象者が具体的にどうなるか等、記載してください。

期待できる事業効果

（広く市民が共感できるか、
他団体や行政・企業とのつなが
り、協働の効果がみえるか 等）

その他 特記事項

（今回応募した動機・熱意、
本事業を通して何を得たいか
等）

本事業を通じて、障害のある人とない人が対等な立場で協働し、創作活動をともに行うことで、「誰もが
参加できるまちづくり」の可能性を具体的に体験できます。完成した作品の展示やSNSでの発信によっ
て、イベントに参加できなかった人にもメッセージが届き、地域内での理解や共感の輪が広がります。
また、使用する手法（車椅子を使ったアート）は再現性が高く、今後、学校・福祉施設・地域イベントな
どへの展開が見込めます。市民の創造性と協働の力によって、アートを福祉や教育へつなぐ新たな事例と
なると思います。

私はこれまで「かなざわシャルソン」の活動を通して、まちを自由に楽しみ、人と人とが偶然に出会い、
つながっていく機会をつくってきました。
その中で、「福祉」や「障害」といった言葉が日常から少し離れていることに気づきました。
今回のプロジェクトでは、車椅子という視点から「表現」と「まち」と「福祉」をつなぐ、新たな出会い
の場を生み出したいと考えています。絵のうまい・へたも、障害がある・ないも関係なく、誰もが創作に
関われる「アートの原点」に立ち返る体験になるはずです。
この体験が、参加した人にとっての「まち」や「福祉」への視点を少しでも変えるきっかけになればと
願っています。少人数・小規模ではありますが、だからこそ実現できる協働のあり方をこの金沢で模索
し、継続的な活動へとつなげたいと思っています。

実施予定時期：2025年8月～10月
対象者（ターゲット）：車椅子ユーザーの社会参加促進
予定場所：金沢市民芸術村 or 市内公共施設（1日利用）
実施内容：・車椅子アート体験ワークショップ（1日開催）

参加者が車椅子でキャンバス上を走行し、自由な線や色で作品を共同制作
・作品展示（小規模）

完成作品をロビーやSNS等で発信し、地域の多様性を視覚的に伝える。
広報・周知の方法：福祉施設への呼びかけ、SNS及び人脈から集客
年間事業スケジュール案：
6月準備・打合せ
7月開催場所の確定・広報開始
8月材料購入・リハーサル
9月本番ワークショップ
10月作品展示準備
11月作品展示・発信
12月振り返り・報告書作成
他、特記事項：




